
令
和
元
年
度
か
ら
一
般
の
機
関
士
養
成
講
座
を
開
講
し
て

お
り
、
今
年
度
も
受
講
者
を
募
集
中
で
す
。
中
学
生
以
上
の

方
が
対
象
で
１
名
か
ら
受
講
可
、
水
曜
日
（
閉
館
日
）
を
除

く
平
日
・
土
曜
日
に
開
講
し
て
い
ま
す
。

会
費
は
、
昼
食
や
資
料
代

等
と
し
て
１
，
０
０
０
円
を

ご
負
担
い
た
だ
き
受
講
完
了

者
に
は
当
博
物
館
で
の
機
関

士
資
格
を
授
与
し
ま
す
。

鉄
道
好
き
、
乗
り
物
好
き

の
皆
さ
ん
、
資
格
取
得
し
て

当
博
物
館
で
ご
い
っ
し
ょ
に

楽
し
み
ま
し
ょ
う
。

開館時期：3月1日から11月30日
開館時間：10時から15時（土日・祝日は16時迄）

乗車体験は10時から15時まで
入 館 料：高校生以上200円、乗車体験料100円/回
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し
ゅ
っ
ぽ
っ
ぽ

～第１９号～
【コンテンツ】
○竹林まつり
〇紹介コーナー

求
む
機
関
士
志
願
者

～

機
関
士
養
成
講
座

受
講
者
募
集
中

～

久
し
ぶ
り
の
完
全
開
催

第
二
六
回
ふ
な
お
か
竹
林
ま
つ
り
を
ご
紹
介

便
り

展示車両紹介（Ｃ１２形１６７号）

石炭カスのサンプル

若
桜
駅
に
は
、
平
成
１
９
年
８
月
に
兵
庫

県
多
可
町
か
ら
移
設
さ
れ
た
「
Ｃ
１
２
形
１

６
７
号
」
が
動
態
展
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

若
桜
線
Ｓ
Ｌ
遺
産
保
存
会
は
移
設
活
動
に

加
え
給
水
塔
修
復
活
動
等
も
実
施
し
て
お
り

写
真
は
そ
の
当
時
の
も
の
で
す
。

今
で
は
、
「
Ｃ
１

２
形
１
６
７
号
」
や

給
水
塔
・
転
車
台
は

若
桜
駅
の
象
徴
と
な

っ
て
お
り
、
毎
年
の

こ
ど
も
の
日
の
ト
ロ

ッ
コ
車
両
を
牽
引
し

て
の
体
験
乗
車
は
観

光
客
の
人
気
を
博
し

て
い
ま
す
。

毎
年
、
船
岡
竹
林
公
園
で
は
、
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
の
初
日
に

「
ふ
な
お
か
竹
林
ま
つ
り
」
を
開
催
し
て
お
り
、
今
年
で
２
６
回
目

の
開
催
と
な
り
ま
し
た
。

タ
ケ
ノ
コ
堀
り
体
験
を
は
じ
め
竹
馬
競
争
大
会
や
屋
外
ス
テ
ー
ジ

で
の
芸
能
披
露
、
ナ
チ
ュ
ラ
ル
ガ
ー
デ
ン
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
講
座
に
春

の
丸
瀬
山
登
山
と
様
々
な
行
事
が
開
催
さ
れ
、
ア
フ
タ
ー
コ
ロ
ナ
で

も
あ
り
多
く
の
来
場
者
の
方
で
大
い
に
賑
わ
い
ま
し
た
。
今
年
は

「
竹
林
お
こ
わ
」
が
復
活
販
売
と
な
り
、
当
博
物
で
は
ミ
ニ
Ｓ
Ｌ
乗

車
体
験
を
無
料
開
放
し
約
３
０
０
名
余
の
皆
さ
ん
に
楽
し
ん
で
い
た

だ
き
ま
し
た
。

皆
様
に
は
来
年
も
大
き
な
タ
ケ
ノ
コ
を
期
待
し
「
ふ
な
お
か
竹
林

ま
つ
り
」
に
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

平成２１年４月撮影
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